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にちなんオーガニックビレッジ
　（有機農業の産地化）を目指して
令和５年度から国の「みどりの食料システム戦略」に基づく有機農業のモデル事業に取り組み、
令和６年の４月には県内初の「オーガニックビレッジ宣言」を行い、町を挙げて有機農業の
産地に取り組む宣言を行いました。今月の広報にちなんでは、その概要をお知らせします。

そ
も
そ
も
「
有
機
農
業
」
と
は

　
日
本
に
お
け
る
「
有
機
農
業
」
と

は
「
有
機
農
業
の
推
進
に
関
す
る
法

律
」
で
定
義
さ
れ
て
い
る
①
化
学
的

に
合
成
さ
れ
た
肥
料
お
よ
び
農
薬
を

使
わ
な
い
、
②
遺
伝
子
組
換
え
技
術

を
利
用
し
な
い
、
③
環
境
負
荷
を
で

き
る
だ
け
減
ら
し
て
生
産
す
る
農
業

の
こ
と
で
す
。

　
「
有
機
農
業
」
＝
「
無
農
薬
」
で

は
な
く
、
あ
く
ま
で
化
学
的
に
合
成

さ
れ
た
肥
料
や
農
薬
を
使
わ
な
い
農

業
を
意
味
し
ま
す
。

関
心
の
高
ま
る
有
機
農
業

　
有
機
農
業
は
近
年
、
関
心
が
高

ま
っ
て
お
り
、
農
林
水
産
省
に
よ
れ

ば
、
日
本
の
有
機
食
品
市
場
規
模
は

20
億
円
程
度
と
な
っ
て
お
り
、
全
国

農
業
会
議
所
の
「
新
規
就
農
者
の
就

農
実
態
に
関
す
る
調
査
」
で
も
、
新

規
就
農
者
の
約
４
人
に
１
人
が
有
機

農
業
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
そ
の
傾

向
は
増
加
傾
向
と
な
っ
て
い
ま
す
。

日
南
町
に
お
い
て
も
「
有
機
農
業
を

し
た
い
」
と
い
う
問
い
合
わ
せ
も
近

年
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
状
況
で
す
。

な
ぜ
町
ぐ
る
み
で
有
機
農
業
に
取
り
組
む
の
か
？

　
消
費
者
・
生
産
者
・
国
と
も
に
有
機

農
業
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
の
は

前
述
の
と
お
り
で
す
が
、
町
内
に
お
い

て
は
有
機
農
産
物
の
販
売
実
績
は
ほ
と

ん
ど
な
く
、
販
路
は
も
ち
ろ
ん
栽
培
体

系
さ
え
も
確
立
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
、
有
機
農
業
に
関
心
の
あ
る

生
産
者
と
流
通
業
者
、
そ
れ
を
支
援
す
る

町
や
農
機
メ
ー
カ
ー
な
ど
で
推
進
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
組
織
し
、
町
ぐ
る
み

で
有
機
農
業
に
打
っ
て
出
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
的
は
、
町
内

の
生
産
者
が
選
択
肢
の
１
つ
と
し
て
有
機

農
業
に
参
入
し
や
す
く
す
る
た
め
に
、
本

町
の
気
候
条
件
に
合
っ
た
栽
培
体
系
の
確

立
と
販
路
開
拓
を
行
う
こ
と
で
す
。

有
機
農
業
の
課
題

　
一
方
で
、
実
際
に
有
機
農
業
を
行

う
に
は
課
題
も
存
在
し
ま
す
。
例
え

ば
農
作
物
に
「
有
機
」
と
表
示
し
て

販
売
す
る
に
は
、
有
機
J
A
S
認
証

を
取
得
す
る
必
要
が
あ
り
、
農
林
水

産
省
の
登
録
認
証
機
関
の
検
査
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
書
類
審
査
や
実
地

検
査
が
あ
り
、
認
証
費
用
も
か
か
る

た
め
、
農
業
者
の
負
担
は
決
し
て
小

さ
い
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
農
薬
を
使
わ
な
い
た
め
、

病
害
虫
や
雑
草
対
策
が
難
し
く
、
化

学
肥
料
や
農
薬
を
使
わ
な
い
た
め
、

そ
の
分
の
コ
ス
ト
は
下
が
っ
た
と
し

て
も
、
代
わ
り
に
作
業
時
間
は
増
え

て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
、
慣
行
栽
培

と
比
較
し
て
手
間
が
か
か
る
わ
り
に
、

収
量
が
下
が
る
と
い
っ
た
傾
向
も
あ

り
ま
す
。

日
南
町
の
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク

ビ
レ
ッ
ジ
の
取
り
組
み
と
は

　
日
南
町
が
取
り
組
む
オ
ー
ガ
ニ
ッ

ク
ビ
レ
ッ
ジ
の
取
り
組
み
は
、
中
山

間
地
域
の
特
徴
を
生
か
し
た
「
付
加

価
値
型
農
業
の
推
進
」
で
す
。

　
反
収
や
生
産
効
率
の
面
か
ら
も
、

中
山
間
地
域
の
農
業
は
平
地
と
比
べ

て
厳
し
い
状
況
が
あ
る
中
で
、
中
山

間
地
域
に
し
か
で
き
な
い
、
中
山
間

地
域
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
「
有
機
農

業
」
へ
の
挑
戦
を
行
う
こ
と
で
、
持

続
可
能
な
産
地
づ
く
り
に
結
び
付
け

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

課
題
（
デ
メ
リ
ッ
ト
）
を

一
つ
一
つ
ク
リ
ア
し
て
い
く

　
「
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
」
「
有
機
栽

培
」
を
名
乗
る
に
は
有
機
J
A
S
認

証
が
必
要
で
す
が
、
日
南
町
で
は
、

国
の
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略

に
お
け
る
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ

の
取
り
組
み
に
よ
り
、
有
機
J
A
S

認
証
取
得
を
サ
ポ
ー
ト
。
オ
ー
ガ

ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
推
進
員
に
よ
る
人

的
支
援
、
有
機
J
A
S
認
証
取
得
の

た
め
の
費
用
負
担
の
支
援
に
よ
り
、

認
証
取
得
農
家
の
増
加
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

病
害
虫
・
雑
草
対
策
、
収
量
ア
ッ
プ

の
取
り
組
み

　
農
機
具
メ
ー
カ
ー
と
タ
イ
ア
ッ
プ

し
た
ス
マ
ー
ト
機
械
の
導
入
に
よ
り
、

除
草
作
業
の
労
力
を
削
減
し
、
太
陽

熱
消
毒
に
よ
る
病
害
虫
、
雑
草
対
策

を
行
う
こ
と
で
、
初
期
の
雑
草
対
策

を
実
現
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
B
L
O
F
理
論
（※

高
品

質
・
高
栄
養
価
・
高
収
量
な
農
作
物

の
生
産
を
、
土
づ
く
り
に
着
目
し
て

科
学
的
・
論
理
的
に
生
産
す
る
理

論
）
の
導
入
に
よ
り
、
病
害
虫
に
強

く
、
か
つ
食
味
・
糖
度
の
高
い
農
作

物
の
生
産
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
令

和
６
年
度
か
ら
は
月
１
回
程
度
の
割

合
で
B
L
O
F
理
論
の
研
修
会
も
開

催
し
て
い
ま
す
。

有
機
農
産
物
を
全
国
へ

　
昨
年
５
月
に
発
足
し
た
官
民
連
携

で
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
は
、

販
路
、
流
通
、
消
費
と
い
っ
た
農
業

生
産
の
み
に
と
ど
ま
ら
な
い
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
（
流
通
網
）
で
の
有
機

農
業
推
進
体
制
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
「
栽
培
す
れ
ば
売
れ

る
！
」
体
制
を
構
築
し
ま
し
た
。
ま

た
、
学
校
給
食
に
も
有
機
農
産
物
を

提
供
す
る
仕
組
み
作
り
も
検
討
し
て

い
ま
す
。

鳥取県内初のオーガニックビレッジ宣言官民
連携でのプロジェクトを推進しています

昨年収穫された有機ニンジンは、
学校給食でも使用しました

農機具メーカー ヤンマーの協力により、畑
作の初期除草を省力化

学校給食にも有機農産物を積極
的に取り入れた「つながる給
食」を目指します

水稲作付においても、農研機
構や農業ベンチャー企業と連
携した実証を開始しています

環境負荷軽減・付加価値の向上による
農業所得向上を

有機農業は手間がかかる、収量が下がる、といった有機農業の課題を解決することで、
地域全体での有機農業の産地づくりを実践していきます。
日南町の農業の選択肢の一つとして「有機」を位置づけ、

町内の農業者のみならず、全国から有機農業を実践したい移住者を呼び込み、
持続可能な農業の在り方、農産物をつくり続けられる環境を整えていきます。
こどもたちの「食育・食農」教育の推進、学校給食の有機農作物の普及を図り、

　　　　　地域と農業者・消費者がそれぞれ「つながる」食の産地づくりの実践を図っていきます。


